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環境学習プログラム四つの完成 2つ
11人
70％
70％

学生等若い世代の参画促進

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　八郎湖の富栄養化や湖岸生態系の消失、アオコ発生、外来魚増加などの環
境悪化と、その対策の行き詰まり。連携している住民団体の活動のマンネリ化
と高齢化。

　ここまで実践できていない二つのプログラムを実践・検証
し、若者向け環境学習プログラムとして完成させる。完成し
た四つのプログラムを含めた、環境学習プログラムリストを
作成し、情報発信をする。

　八郎湖流域全体で住民による環境再生活動に若い世代が多数参画し、住民
活動全体も活発になる。

　①高校での出前授業を2回実践。環境学習プログラムが二つでき、未完成
のものも含め三つを実践した。 ②環境学習プログラム向けの教材作りを通
じて、秋田県立大学と秋田公立美術大学の交流ができた。 ③教材作りの学

今後の
展望

里山生きものゲーム八郎湖版合宿検討会

秋田北鷹高校での出前授業実践

■苦労した点
　自治体からの支援が打
ち切られていく中での活
動の継続。マンパワー不
足、資金不足、教材制作の
進行（その方面の知識不
足）。

■工夫した点
　教材制作に関わる学生
たちとの目標共有。任せら
れそうな部分は任せる。
HPや新しいプログラムガ
イドなどの、情報発信体制
作り。

苦労した点と工夫した点

生チームができ、その活動が次年度も継続
することになった。 ④地域住民団体の情
報交換・連携を図る「環八郎湖・水の郷創
出プロジェクト実行委員会」の事務局を担
当し、1年間で三つの活動が行われた他、
各団体の活動も継続的に行われた。 ⑤「八
郎潟・八郎湖学 研究会」が設立され、その
事務局を担うことになった。


